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2023 年度事業報告 （ 年 月 日～ 年 月 日） 
 
 

 
１．概 況

年 月に設立された日本出版学会は、

創立から 年をむかえ、新たな時代への歩み

を進めている。これまで設立の理念と志を尊

重し、円滑な研究者の交流や情報交換をおこ

ない、研究成果の発表のために、学会誌や会

報の発行、研究発表会や各種の部会活動、そ

して国際出版研究フォーラム（ ：

）

への参加を継続的におこなってきた。

これらが可能となったのは、何よりも学会

を構成する会員の方々の努力と、経済的な支

援をはじめ様々な便宜をはかっていただいて

いる賛助会員の方々のご協力の賜物であり、

ここに改めて深甚なる感謝の意を表したい。

年度における日本出版学会の活動は、

それまでの研究や人的交流の蓄積に基づいて

着実に進められ、出版研究に対する関心は一

層高められた。特に 年度より開始した産

学連携プロジェクトにより、積極的に出版業

界との連携を推進した結果、日本書籍出版協

会や出版文化産業振興財団との交流に繋がっ

た。これは日本出版学会の歴史の中でも特筆

すべきことである。

春季研究発表会は、 年 月 日に跡

見学園女子大学文京キャンパスで開催した。

参加者は 名であり、 名の研究発表、 つ

のワークショップ、 つの基調講演をおこな

った。

また、秋季研究発表会は、 年 月

日に同志社女子大学今出川キャンパスで開催

し、 名の参加者で、 名の研究発表および

つのワークショップをおこなった。

 
２．会員数

 
正会員 ２７０名 
賛助会員 法人 ３１社 
名誉会員 ２名 

（2024 年 3 月末日現在） 
 
３．総 会

 
年総会は、 年 月 日、跡見学

園女子大学文京キャンパスで 名（委任状を

含む）の会員が出席、 年度事業報告、同

決算、同特別会計決算、 年度事業計画案、

同予算案、同特別会計予算案をそれぞれ審

議・可決した。

 
４．理事会 
 

年度の会務をおこなうため、 年総

会から本総会に至るまでの間、理事会を下記

のとおり開催した。

第 回： 年 月 日

第 回： 年 月 日

第 回： 年 月 日

第 回： 年 月 日

第 回： 年 月 日

第 回： 年 月 日

５．調査研究委員会 

調査研究委員会は、主として各部会間の連

絡調整にあたった。各部会の活動状況は次の

とおりである。
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2023 年度事業報告 （ 年 月 日～ 年 月 日） 
 
 

 
１．概 況

年 月に設立された日本出版学会は、

創立から 年をむかえ、新たな時代への歩み

を進めている。これまで設立の理念と志を尊

重し、円滑な研究者の交流や情報交換をおこ

ない、研究成果の発表のために、学会誌や会

報の発行、研究発表会や各種の部会活動、そ

して国際出版研究フォーラム（ ：

）

への参加を継続的におこなってきた。

これらが可能となったのは、何よりも学会

を構成する会員の方々の努力と、経済的な支

援をはじめ様々な便宜をはかっていただいて

いる賛助会員の方々のご協力の賜物であり、

ここに改めて深甚なる感謝の意を表したい。

年度における日本出版学会の活動は、

それまでの研究や人的交流の蓄積に基づいて

着実に進められ、出版研究に対する関心は一

層高められた。特に 年度より開始した産

学連携プロジェクトにより、積極的に出版業

界との連携を推進した結果、日本書籍出版協

会や出版文化産業振興財団との交流に繋がっ

た。これは日本出版学会の歴史の中でも特筆

すべきことである。

春季研究発表会は、 年 月 日に跡

見学園女子大学文京キャンパスで開催した。

参加者は 名であり、 名の研究発表、 つ

のワークショップ、 つの基調講演をおこな

った。

また、秋季研究発表会は、 年 月

日に同志社女子大学今出川キャンパスで開催

し、 名の参加者で、 名の研究発表および

つのワークショップをおこなった。

 
２．会員数

 
正会員 ２７０名 
賛助会員 法人 ３１社 
名誉会員 ２名 

（2024 年 3 月末日現在） 
 
３．総 会

 
年総会は、 年 月 日、跡見学

園女子大学文京キャンパスで 名（委任状を

含む）の会員が出席、 年度事業報告、同

決算、同特別会計決算、 年度事業計画案、

同予算案、同特別会計予算案をそれぞれ審

議・可決した。

 
４．理事会 
 

年度の会務をおこなうため、 年総

会から本総会に至るまでの間、理事会を下記

のとおり開催した。

第 回： 年 月 日

第 回： 年 月 日

第 回： 年 月 日

第 回： 年 月 日

第 回： 年 月 日

第 回： 年 月 日

５．調査研究委員会 

調査研究委員会は、主として各部会間の連

絡調整にあたった。各部会の活動状況は次の

とおりである。
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（ ）学術出版研究部会

今後の研究課題、部会運営について検討を

おこなった。

（ ）雑誌研究部会

月 日（オンライン）「ビデオゲーム関連

雑誌とその研究可能性」毛利仁美

（ ）出版アクセシビリティ研究部会

月 日（跡見学園女子大学文京キャンパス）

「アクセシブルな 出版物の制作にお

ける課題――日本出版学会学会誌を事例に

して」梶原治樹・池下花恵・岩本崇・植村

要・鷹野凌（春季研究発表会ワークショッ

プ）

（ ）出版技術研究部会

今後の研究課題、部会運営について検討を

おこなった。

（ ）出版教育研究部会

月 日（同志社女子大学今出川キャンパス）

「出版教育と実務学のテキスト作り――

一人出版社「出版メディアパル」を例にし

て」伊藤民雄・本多悟・下村昭夫・清水一

彦・湯浅俊彦（秋季研究発表会ワークショ

ップ）

（ ）出版産業研究部会

月 日（専修大学神田キャンパス）「公共

図書館の所蔵および貸出は新刊書籍の売上

にどの程度影響するか：解説と補足」大場

博幸

月 日（専修大学神田キャンパス）「本屋

の新しい業態研究――シェア型本棚と公営

書店（八戸ブックセンター）」植村八潮・梅

本優希・湊梨々子

（ ）出版史研究部会

月 日（オンライン）「近代朝鮮における

出版文化の形成と展開」田中美佳（日本出

版学会賞受賞記念講演会）

月 日（専修大学神田キャンパス＋オンラ

イン）「近代日本におけるメディア文化圏と

しての「地下出版」」大尾侑子（日本出版学

会賞受賞記念講演会）

月 日（専修大学神田キャンパス）「 ダ

ーントン著／上村敏郎、八谷舞、伊豆田俊

輔訳『検閲官のお仕事』（みすず書房）を読

む トークセッション」 上村敏郎・伊豆田

俊輔・大尾侑子

（ ）出版デジタル研究部会

今後の研究課題、部会運営について検討を

おこなった。

（ ）出版編集研究部会

月 日（オンライン）「新書の窓から「出

版」を考える 一編集者の視点から」渡辺

千弘

月 日（オンライン）「「出版指標」の統計

と現在の出版業界」原正昭

（ ）出版法制研究部会

今後の研究課題、部会運営について検討を

おこなった。

（ ）翻訳出版研究部会

月 日（日本出版クラブ）「シェイクスピ

ア全集」松岡和子

月 日（文京シビックホール）「ライプニ

ッツ著作集」十川治江

月 日（文京シビックホール）「「在野」

のアメリカ文学研究と全集出版」井上健

（ ） 研究部会

月 日（専修大学神田キャンパス）「ニュ

ーヨークの 実態調査報告」富川淳子

（ ）関西部会

月 日（オンライン）「電子ジャーナルと

リンクリゾルバの普及期の省察」増田豊

６．プログラム委員会

総務委員会と調査研究委員会によって構成

される合同委員会を開催し、研究発表会の企

画・運営に当たった。
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（ ）春季研究発表会（ 年 月 日、跡

見学園女子大学文京キャンパス）

〈研究発表〉

．「子宮頸がんワクチンの報道において実施

されたリスク・キャラクタリゼーションに

関する実証研究」本多祥大

．「文学賞受賞の表示が書籍の購買意欲に及

ぼす影響」浅川雅美・菊地桃華・岡野雅雄

．「日本と中国の出版研究比較――戦後から

年代までの出版関係書籍を対象に」伊

藤民雄

．「中西嘉助の出版活動と明治維新――江戸

期書肆から明治期出版社への移行」中西秀

彦

〈基調講演〉

．「文藝春秋のこれまでとこれから」飯窪成

幸

〈ワークショップ〉

．「アクセシブルな 出版物の制作におけ

る課題――日本出版学会学会誌を事例にし

て」梶原治樹・池下花恵・岩本崇・植村要・

鷹野凌

（ ）秋季研究発表会（ 年 月 日、同

志社女子大学今出川キャンパス）

〈研究発表〉

．「 年代の「おたく雑誌」における「お

たく」の自己語り――アニメ雑誌とパソコ

ンゲーム雑誌の比較を通して」久野桜希子

．「講談社 文庫が見せた作家・作品展開の

グラデーション――“ライトノベルのメデ

ィア史”における位置づけの再検証」山中

智省

．「韓国における男性軍人の身体へのまなざ

し――ミリタリー雑誌における美容整形広

告の考察から」小平沙紀

．「海外の雑誌作り教育に関する調査報告お

よび考察―― における

（ ）の目的とその教

育効果」富川淳子

．「明治十年代、板木購入・運用の実態とそ

の背景――桂雲堂豊住書店史料から見えて

くるもの」磯部敦

．「紙書籍としての絵本――制作から受容ま

での一連の流れのなかで」山内椋子

．「試論 専門書出版における「わかりやす

さ」を考える――認知心理学の知見を手が

かりとして」大橋鉄雄

〈ワークショップ〉

．「出版教育と実務学のテキスト作り―― 一

人出版社「出版メディアパル」を例にして」

伊藤民雄・本多悟・下村昭夫・清水一彦・

湯浅俊彦

．「学術出版の現在と未来」中村健、中西秀

彦、秦洋二、湯浅俊彦

７．日本出版学会賞

 
（1）受賞図書・論文 

第 回日本出版学会賞は、下記のとおりで

ある。

【日本出版学会賞奨励賞】

大尾侑子 著『地下出版のメディア史――エ

ロ・グロ、珍書屋、教養主義』（慶應義塾大

学出版会）

田中美佳 著『朝鮮出版文化の誕生――新文

館・崔南善と近代日本』（慶應義塾大学出版

会）

【清水英夫賞（日本出版学会優秀論文賞）】

山中智省 著「「ライトノベル」が生まれた場

所――朝日ソノラマとソノラマ文庫」（『出

版研究』第 号掲載）

（ ）日本出版学会賞審査委員会

日本出版学会賞審査委員会は、第 回日本

出版学会賞の審査にあたった。
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（ ）春季研究発表会（ 年 月 日、跡

見学園女子大学文京キャンパス）

〈研究発表〉

．「子宮頸がんワクチンの報道において実施

されたリスク・キャラクタリゼーションに

関する実証研究」本多祥大

．「文学賞受賞の表示が書籍の購買意欲に及

ぼす影響」浅川雅美・菊地桃華・岡野雅雄

．「日本と中国の出版研究比較――戦後から

年代までの出版関係書籍を対象に」伊

藤民雄

．「中西嘉助の出版活動と明治維新――江戸

期書肆から明治期出版社への移行」中西秀

彦

〈基調講演〉

．「文藝春秋のこれまでとこれから」飯窪成

幸

〈ワークショップ〉

．「アクセシブルな 出版物の制作におけ

る課題――日本出版学会学会誌を事例にし

て」梶原治樹・池下花恵・岩本崇・植村要・

鷹野凌

（ ）秋季研究発表会（ 年 月 日、同

志社女子大学今出川キャンパス）

〈研究発表〉

．「 年代の「おたく雑誌」における「お

たく」の自己語り――アニメ雑誌とパソコ

ンゲーム雑誌の比較を通して」久野桜希子

．「講談社 文庫が見せた作家・作品展開の

グラデーション――“ライトノベルのメデ

ィア史”における位置づけの再検証」山中

智省

．「韓国における男性軍人の身体へのまなざ

し――ミリタリー雑誌における美容整形広

告の考察から」小平沙紀

．「海外の雑誌作り教育に関する調査報告お

よび考察―― における

（ ）の目的とその教

育効果」富川淳子

．「明治十年代、板木購入・運用の実態とそ

の背景――桂雲堂豊住書店史料から見えて

くるもの」磯部敦

．「紙書籍としての絵本――制作から受容ま

での一連の流れのなかで」山内椋子

．「試論 専門書出版における「わかりやす

さ」を考える――認知心理学の知見を手が

かりとして」大橋鉄雄

〈ワークショップ〉

．「出版教育と実務学のテキスト作り―― 一

人出版社「出版メディアパル」を例にして」

伊藤民雄・本多悟・下村昭夫・清水一彦・

湯浅俊彦

．「学術出版の現在と未来」中村健、中西秀

彦、秦洋二、湯浅俊彦

７．日本出版学会賞

 
（1）受賞図書・論文 

第 回日本出版学会賞は、下記のとおりで

ある。

【日本出版学会賞奨励賞】

大尾侑子 著『地下出版のメディア史――エ

ロ・グロ、珍書屋、教養主義』（慶應義塾大

学出版会）

田中美佳 著『朝鮮出版文化の誕生――新文

館・崔南善と近代日本』（慶應義塾大学出版

会）

【清水英夫賞（日本出版学会優秀論文賞）】

山中智省 著「「ライトノベル」が生まれた場

所――朝日ソノラマとソノラマ文庫」（『出

版研究』第 号掲載）

（ ）日本出版学会賞審査委員会

日本出版学会賞審査委員会は、第 回日本

出版学会賞の審査にあたった。
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（ ）受賞記念講演会

． 月 日（オンライン）「近代朝鮮におけ

る出版文化の形成と展開」田中美佳

． 月 日（専修大学神田キャンパス＋オン

ライン）「近代日本におけるメディア文化圏

としての「地下出版」」大尾侑子

８．『出版研究』編集委員会

 
『出版研究』編集委員会は、学会誌『出版

研究』の企画・編集にあたり、第 号（

判、 頁、 部、定価：本体 円＋税）

を 年 月に発行し、引き続き第 号（

判、 部、定価：本体 円＋税）の編

集をおこなった。

 
９．広報委員会

広報委員会は、学会活動に関する対外的広

報活動を随時おこなうとともに、学会案内の

作成、および『日本出版学会会報』の企画・

編集にあたり、次の各号を発行した。

第 号＝ 頁、 年 月 日（ 部）

第 号＝ 頁、 年 月 日（ 部）

また、公式ウェブサイトの充実をはかり、

情報発信をおこなった。

 
．関西委員会

 
関西委員会は、調査研究委員会と協力して、

学会の秋季研究発表会の運営にあたった。 
 

．国際交流委員会

 
国際交流委員会は、第 回国際出版研究フ

ォーラム（ ）（日本開催）に向け、企画・

運営をおこなった。

．役員（2024 年度総会まで）

 
会長＝富川淳子 
副会長＝清水一彦 中西秀彦 山崎隆広 
理事＝飛鳥勝幸 安部由紀子 池下花恵  
石川徳幸 石田あゆう 伊藤民雄 植村要  
牛山佳菜代 梶原治樹（事務局長）  
駒橋恵子 鈴木親彦 鷹野凌 玉川博章  
長尾宗典 中村幹（財務担当） 橋元博樹  
秦洋二 本多悟 宮下義樹  
村木美紀（事務局次長） 森貴志 山中智省  
山中秀夫 湯浅俊彦 
監事＝茨木正治 塚本晴二朗 
 

．委員会メンバー

（◎ 委員長・部会長、○＝副委員長）

（ ）総務委員会＝◎石川徳幸 牛山佳菜代

梶原治樹 清水一彦 玉川博章 富川淳子

中西秀彦 中村幹 村木美紀 森貴志

山崎隆広

（ ）調査研究委員会＝森貴志

学術出版研究部会＝◎橋元博樹 山崎隆広

吉田拓歩

雑誌研究部会＝◎山中智省 玉川博章

石川徳幸 田島悠来

出版アクセシビリティ研究部会＝◎野口武悟

植村要（担当理事）

出版技術研究部会＝◎矢口博之

中村幹（担当理事）

出版教育研究部会＝◎伊藤民雄 ○本多悟

清水一彦

出版産業研究部会＝◎鈴木親彦 岡部友春

橋元博樹

出版史研究部会＝◎長尾宗典 柴野京子

石川徳幸

出版デジタル研究部会＝◎鷹野凌 梶原治樹

徳永修 藤井健人 堀鉄彦 矢口博之
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出版編集研究部会＝◎飛鳥勝幸 小林えみ

吉田拓歩

出版法制研究部会＝◎宮下義樹

翻訳出版研究部会＝◎柴田耕太郎

安部由紀子（担当理事）

研究部会＝◎清水一彦 富川淳子

関西部会＝◎中村健 石田あゆう 磯部敦

中西秀彦 秦洋二 村木美紀 山中秀夫

湯浅俊彦

（ ）『出版研究』編集委員会＝◎玉川博章

飛鳥勝幸 稲田隆 上田宙 鷹野凌 辻泉

中川裕美 山崎隆広 山中智省 山森宙史

吉田拓歩

（ ）広報委員会＝◎牛山佳菜代 石川徳幸

秦洋二

（ ）関西委員会＝◎中西秀彦 石田あゆう

磯部敦 中村健 秦洋二 村木美紀

山中秀夫 湯浅俊彦

（ ）国際交流委員会＝◎山崎隆広 植村八潮

（ ）日本出版学会賞審査委員会＝◎富川淳子

塚本晴二朗 石川徳幸 石田あゆう

清水一彦 鈴木親彦 村木美紀

（ ）プログラム委員会＝◎宮下義樹

駒橋恵子 湯浅俊彦

（ ）産学連携プロジェクト＝梶原治樹

村木美紀

．「産学連携」プロジェクト

出版学会と出版業界の新しい連携を模索し

たこのプロジェクトにより、出版文化産業振

興財団からも調査研究での協力要請を受けた。
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出版編集研究部会＝◎飛鳥勝幸 小林えみ

吉田拓歩

出版法制研究部会＝◎宮下義樹

翻訳出版研究部会＝◎柴田耕太郎

安部由紀子（担当理事）

研究部会＝◎清水一彦 富川淳子

関西部会＝◎中村健 石田あゆう 磯部敦

中西秀彦 秦洋二 村木美紀 山中秀夫

湯浅俊彦

（ ）『出版研究』編集委員会＝◎玉川博章

飛鳥勝幸 稲田隆 上田宙 鷹野凌 辻泉

中川裕美 山崎隆広 山中智省 山森宙史

吉田拓歩

（ ）広報委員会＝◎牛山佳菜代 石川徳幸

秦洋二

（ ）関西委員会＝◎中西秀彦 石田あゆう

磯部敦 中村健 秦洋二 村木美紀

山中秀夫 湯浅俊彦

（ ）国際交流委員会＝◎山崎隆広 植村八潮

（ ）日本出版学会賞審査委員会＝◎富川淳子

塚本晴二朗 石川徳幸 石田あゆう

清水一彦 鈴木親彦 村木美紀

（ ）プログラム委員会＝◎宮下義樹

駒橋恵子 湯浅俊彦

（ ）産学連携プロジェクト＝梶原治樹

村木美紀

．「産学連携」プロジェクト

出版学会と出版業界の新しい連携を模索し

たこのプロジェクトにより、出版文化産業振

興財団からも調査研究での協力要請を受けた。



以下のとおり報告いたします。

会　長　　富川淳子

副会長　　清水一彦　中西秀彦　山崎隆広

理　事　　飛鳥勝幸　安部由紀子　池下花恵　石川徳幸　石田あゆう　伊藤民雄　植村要

　　　　　牛山佳菜代　梶原治樹　駒橋恵子　鈴木親彦　鷹野凌　玉川博章　長尾宗典

　　　　　中村幹　橋元博樹　秦洋二　本多悟　宮下義樹　村木美紀　森貴志　山中智省

　　　　　山中秀夫　湯浅俊彦

監査は結果公正なものと認めます。

監　事　　茨木正治　　　　塚本晴二朗

科　　　目 金　　　額 備　　　考

現　　金

振替預金 東京貯金局

普通預金① 三井住友銀行飯田橋支店

普通預金② 三菱UFJ銀行市ヶ谷支店

普通預金③ 三菱UFJ銀行神保町支店

普通預金④ みずほ銀行京橋支店

合　　　計

科　　　目 金　　　額 備　　　考

前 受 金

未 払 金 55周年寄付金等（特別会計へ）

前期繰越金

当期正味財産増加額

合　　　計

日日本本出出版版学学会会22002233年年度度決決算算報報告告

負債・資本の部

【　貸　借　対　照　表　】

2024年3月末日現在

資　産　の　部
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科　　　目 2022年度決算 2023年度予算 2023年度決算 対前年比

入会金

正会員会費

過年度分会費

賛助会員会費

研究会収入

懇親会収入 ―

雑収入

図書代金

寄附金

　　当期収入合計　(A)

　　前期繰越収支差額

　　収入合計　(B)

科　　　目 2022年度決算 2023年度予算 2023年度決算 対前年比

出版研究経費

会報製作費

ウェブ等広報費

研究会費

懇親会費 ―

出版学会賞経費

会議費（理事会・総務委） ―

通信費

印刷費

旅費交通費 ―

業務委託料

備品費 ―

事務用消耗品費

諸会費

雑費

予備費 ―

当期支出合計　(C)

当期収支差異　(A)−(C) ―

次期繰越収支差額 (B)−(C)

支　出　の　部

日日本本出出版版学学会会22002233年年度度決決算算報報告告

【　収　支　計　算　書　】

自2023年4月1日～至2024年3月31日

収　入　の　部
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科　　　目 2022年度決算 2023年度予算 2023年度決算 対前年比

入会金

正会員会費

過年度分会費

賛助会員会費

研究会収入

懇親会収入 ―

雑収入

図書代金

寄附金

　　当期収入合計　(A)

　　前期繰越収支差額

　　収入合計　(B)

科　　　目 2022年度決算 2023年度予算 2023年度決算 対前年比

出版研究経費

会報製作費

ウェブ等広報費

研究会費

懇親会費 ―

出版学会賞経費

会議費（理事会・総務委） ―

通信費

印刷費

旅費交通費 ―

業務委託料

備品費 ―

事務用消耗品費

諸会費

雑費

予備費 ―

当期支出合計　(C)

当期収支差異　(A)−(C) ―

次期繰越収支差額 (B)−(C)

支　出　の　部

日日本本出出版版学学会会22002233年年度度決決算算報報告告

【　収　支　計　算　書　】

自2023年4月1日～至2024年3月31日

収　入　の　部
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科　　目 2022年度決算 2023年度予算 2023年度決算

前期繰越金

周年記念事業寄付金（個人）

周年記念事業寄付金（法人）

東京経済大学補助金

大会収入

雑収入

合　　　計

科　　目 2022年度決算 2023年度予算 2023年度決算

周年記念事業経費 —— ——

　　大会支出 ―

　　印刷費 ―

　　通信費 ―

　　事務費 ―

　　雑費

予備費

支出合計

繰　越　金

科　　目 金　　額

普通預金①  三井住友銀行飯田橋支店

未入金

小口現金

合　　計

資　産　の　部

 ＊寄付金等の通常会計への入金分

備　　　考

日日本本出出版版学学会会22002233年年度度特特別別会会計計

自2023年4月1日～至2024年3月31日

支　出　の　部

収　入　の　部

【　収　支　計　算　書　】

【 資 産 状 況 一 覧 】

2024年3月31日現在
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2024 年度事業計画 （ 年 月 日～ 年 月 日） 
 
 
 

年 月に設立された日本出版学会は、

年 月に創立 周年を迎え、学術研

究団体として、確固たる地位を築きつつあ

る。デジタル・ネットワーク社会における

出版メディアのあり方は劇的に変化し、出

版研究の重要性はますます高まっている。

出版研究が新たな段階に入っていると捉え、

出版および出版学の射程を広げるとともに、

原点を確認する研究活動を進める。

そこで当学会は、従来の出版研究の諸分

野の活動を以下のように継続・拡大すると

ともに、創立 周年記念事業の企画を検

討・実施し，次の世代に対する責任を果た

したいと考えている。

１．研究活動の推進と充実

① 研究部会活動の推進

当学会の活動がその規模に比較して活発

である背景には、多様な部会活動があると

いえよう。今後とも会員の期待に応えるべ

く、さらに積極的な部会活動がおこなわれ

るように努力したい。

② 研究発表会の拡充

春季および秋季研究発表会において積極

的な発表が続いており、活発な議論がおこ

なわれている。また時代の研究課題に応え

るシンポジウム、ワークショップの企画や、

基調講演もあり、毎回、多数の参加者を数

えている。今後とも、学術的水準向上の観

点から、研究発表会をより充実させるため、

会員の積極的な発表や会員間の討論の場を

増やしていきたい。

③ 学会誌の発行

『出版研究』第 号の企画・編集を進め、

年度内の発行を予定する。

２．研究活動のネットワークの拡大

年 月に最初の国際出版研究フォ

ーラム（ ）が韓国ソウルで開催された。

以来、 年あまりの間に我々は様々な交流

を通じて、より内容を深めた議論をおこな

う段階に到達している。ＩＦＰＳの継続運

営や海外在住会員との恒常的な連携、また

部会活動を通じた国内の研究者間のネット

ワークも拡大している。なお、 年

月には、日本で開催を予定している第

回ＩＦＰＳを実施し、各国との研究交流を

進めたい。

３．会勢と財政の充実

当学会は当初 名の発起人によって設

立されたが、現在、会員数は約 に至っ

た。しかし、学術研究団体としては決して

多い数ではなく、その社会的使命を果たす

ためには、より多くの会員を擁することが

必要と思われる。日常の部会活動や各種の

刊行物を通じて、会員の獲得、会勢の充実

を期したいと考えている。

また、学会財政は、長期にわたって出版

産業の経済活動が停滞していることも要因

となって、厳しい状況にある。ここ数年の
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経費節減の取り組みによって、現在は均衡

を保っているものの、さらなる経費節減を

進めている。

４．広報活動の充実

①『日本出版学会会報』

本年においては 号の発行を予定し、内

容の充実を図る。

②ウェブサイトの拡充

ウェブサイトの情報発信力を高め、会員

間の情報交換を密にする。また会報との連

動によって学会の公知化に資することとす

る。

５．日本出版学会賞の審査・授与

学会創立 周年を記念して創設された

日本出版学会賞については、その後、毎年

継続されており、本年も審査・授与をおこ

なう。

また、『出版研究』掲載論文を対象に 2016
年度に新設した「清水英夫賞（日本出版学

会優秀論文賞）」は、隔年審査をしており、

2024 年度は審査・授与をおこなう。 

６．『出版研究』『会報』の電子化

創立 周年事業として開始した『出版

研究』及び『日本出版学会会報』の電子化

を継続する。なお『出版研究』については、

アクセシビリティの実現を目指して研究を

継続する。

７．創立 周年記念事業

年 月に開催される創立 周年記

念事業に向け、野間省伸氏を委員長とする

日本出版学会創立 周年記念事業委員会

による募金活動を継続し、 月 日（金）

には記念セミナーおよび祝賀会を、翌 日

（土）には第 回ＩＦＰＳを開催する。

８．「産学連携」プロジェクト

前年に続き担当理事を置き、出版文化産

業振興財団（ＪＰＩＣ）等の出版産業に関

わる関連団体との交流を具体化していく。

創立 周年関連事業については、ＪＰＩＣ

が ～ 月にかけて主導する本のイベン

ト「 」と相互に連携し、

イベントの活性化と新たな人材交流を図る。

９．出版学研究隣接学会・団体等への研究・

活動協力

法人本の学校主催によるシンポジウ

ムへの協力など、隣接する学会・団体との

交流を促進し、相互に研究活動を協力する。

科　　　目 2023年度決算 2024年度予算 備　考

入会金

正会員会費

過年度分会費

賛助会員会費

研究会収入

懇親会収入

雑収入

図書代金

寄附金

　　当期収入合計　(A)

　　前期繰越収支差額

　　収入合計　(B)

科　　　目 2023年度決算 2024年度予算 備　考

出版研究経費

会報製作費

ウェブ等広報費

研究会費

懇親会費

出版学会賞経費

会議費（理事会・総務委）

通信費

印刷費

旅費交通費

業務委託料

備品費

事務用消耗品費

諸会費

雑費

予備費

当期支出合計　(C)

当期収支差異　(A)−(C)

次期繰越収支差額 (B)−(C)

支　出　の　部

日日本本出出版版学学会会22002244年年度度予予算算案案

【　収　支　計　算　書　】

収　入　の　部

自2024年4月1日～至2025年3月31日
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経費節減の取り組みによって、現在は均衡

を保っているものの、さらなる経費節減を

進めている。

４．広報活動の充実

①『日本出版学会会報』

本年においては 号の発行を予定し、内

容の充実を図る。

②ウェブサイトの拡充

ウェブサイトの情報発信力を高め、会員

間の情報交換を密にする。また会報との連

動によって学会の公知化に資することとす

る。

５．日本出版学会賞の審査・授与

学会創立 周年を記念して創設された

日本出版学会賞については、その後、毎年

継続されており、本年も審査・授与をおこ

なう。

また、『出版研究』掲載論文を対象に 2016
年度に新設した「清水英夫賞（日本出版学

会優秀論文賞）」は、隔年審査をしており、

2024 年度は審査・授与をおこなう。 

６．『出版研究』『会報』の電子化

創立 周年事業として開始した『出版

研究』及び『日本出版学会会報』の電子化

を継続する。なお『出版研究』については、

アクセシビリティの実現を目指して研究を

継続する。

７．創立 周年記念事業

年 月に開催される創立 周年記

念事業に向け、野間省伸氏を委員長とする

日本出版学会創立 周年記念事業委員会

による募金活動を継続し、 月 日（金）

には記念セミナーおよび祝賀会を、翌 日

（土）には第 回ＩＦＰＳを開催する。

８．「産学連携」プロジェクト

前年に続き担当理事を置き、出版文化産

業振興財団（ＪＰＩＣ）等の出版産業に関

わる関連団体との交流を具体化していく。

創立 周年関連事業については、ＪＰＩＣ

が ～ 月にかけて主導する本のイベン

ト「 」と相互に連携し、

イベントの活性化と新たな人材交流を図る。

９．出版学研究隣接学会・団体等への研究・

活動協力

法人本の学校主催によるシンポジウ

ムへの協力など、隣接する学会・団体との

交流を促進し、相互に研究活動を協力する。

科　　　目 2023年度決算 2024年度予算 備　考

入会金

正会員会費

過年度分会費

賛助会員会費

研究会収入

懇親会収入

雑収入

図書代金

寄附金

　　当期収入合計　(A)

　　前期繰越収支差額

　　収入合計　(B)

科　　　目 2023年度決算 2024年度予算 備　考

出版研究経費

会報製作費

ウェブ等広報費

研究会費

懇親会費

出版学会賞経費

会議費（理事会・総務委）

通信費

印刷費

旅費交通費

業務委託料

備品費

事務用消耗品費

諸会費

雑費

予備費

当期支出合計　(C)

当期収支差異　(A)−(C)

次期繰越収支差額 (B)−(C)

支　出　の　部

日日本本出出版版学学会会22002244年年度度予予算算案案

【　収　支　計　算　書　】

収　入　の　部

自2024年4月1日～至2025年3月31日
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科　　目 2023年度決算 2024年度予算 備　考

前期繰越金

周年記念事業寄付金（個人）

周年記念事業寄付金（法人）

東京経済大学補助金

大会収入

雑収入

合　　　計

科　　目 2023年度決算 2024年度予算 備　考

周年記念事業経費 ——

　　大会支出 ―

　　印刷費 ―

　　通信費 ―

　　事務費 ―

　　雑費

予備費

支 出 合 計

繰　越　金

日日本本出出版版学学会会22002244年年度度特特別別会会計計予予算算案案

自2024年4月1日～至2025年3月31日

【　収　支　計　算　書　】

支　出　の　部

収　入　の　部
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２０２４− ２０２５年度

理事・監事候補者 

 

２０２４年６月８日 

 

■理事候補者（五十音順）

飛鳥勝幸・安部由紀子・池下花恵・牛山佳菜代・榎本周平・梶原治樹・ 

駒橋恵子・柴野京子・清水一彦・鷹野凌・田上雄大・玉川博章・塚本晴二朗・ 

長尾宗典・中西秀彦・中村幹・福嶋聡・星野渉・本多悟・村木美紀・ 

元永純代・森貴志・矢口博之・山崎隆広・湯浅俊彦 

 

 

■監事候補者（五十音順）

植村八潮・富川淳子 



 13  

２０２４− ２０２５年度

理事・監事候補者 

 

２０２４年６月８日 

 

■理事候補者（五十音順）

飛鳥勝幸・安部由紀子・池下花恵・牛山佳菜代・榎本周平・梶原治樹・ 

駒橋恵子・柴野京子・清水一彦・鷹野凌・田上雄大・玉川博章・塚本晴二朗・ 

長尾宗典・中西秀彦・中村幹・福嶋聡・星野渉・本多悟・村木美紀・ 

元永純代・森貴志・矢口博之・山崎隆広・湯浅俊彦 

 

 

■監事候補者（五十音順）

植村八潮・富川淳子 


